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1. in-vivo microscopy 法による消化管粘膜微小循環の解析
250 g S D雄性ラットを麻酔後，胃および上行結腸を切開してステージへ半固定し，長焦点コンデン






行動態の経時的変化に関し，粘膜血液量指標と酸素化度指標を臓器反射スペクトル解析装置 (TS -200) 
により，血流速指標をレーザー血流計 (B PM403) により測定した。脱血負荷による血圧低下に伴っ
て，粘膜血液量指標は徐々に下降し消化管の部位による差はみられなかったが，粘膜酸素化度指標に関
しては，腸管では血圧約40mmHg まで緩徐に低下し平均低下率(前値からの %decrease ， Mean:i S D , 
n ニ 6) が小腸42士 8%，大腸46 :i:: 18%であったのに対し，胃では血圧約80mmHg 以下で急速に低下し






PAF の胃粘膜血流への影響を調べた。 P AFO.1μg/kg/min の近接動注により，粘膜血液量の上昇
(平均変化率+ 8%) と粘膜酸素化度の低下(平均変化率-28%) がみられ 胃粘膜での血流欝滞作用
が確認された。
4. 出血性ストレスによる粘膜血流障害に対する PAF の役割
















大腸の粘膜血行動態を， in-vivo microscopy 法，臓器反射スペクトル法，レーザー血流測定法により観
察し，胃粘膜では，病変発生の引金となる低酸素状態の原因として出血負荷早期に血流停滞を生じるこ
とを明らかにした。
さらに，病変発生にかかわる mediator である血小板活性化因子 (PAF) の粘膜微小循環障害への
関与を調べ， PAF の胃粘膜血流響滞作用を確認するとともに， PAF桔抗剤により出血負荷時の胃粘
膜血流停滞の改善作用を確かめ 胃での出血性ショックストレス時に生じる粘膜微小循環障害に対する
PAF の関与を示した。
以上の研究は，血流測定法の組合せによって得られる各種血流パラメータの解析により微小循環の詳
細な観察が可能であることを明らかにしており，病態解明への微小循環からのアプローチとして臨床面
へも重要な貢献が期待されるものであり，学位授与に値すると考える O
